
    

 
 

 

お 金 の 話  ① 
 
「お金」と「時間」の話です。お金も時間も、見えるようで、本当のところは見えないものです。

だから、ちょっとお金と時間について考えてみます。 

 

〔 教 育 は 無 料 ？ 〕  

日本国憲法第２６条第２項に、「すべて国民は、法律の定めるところにより、その保護する子女に

普通教育を受けさせる義務を負う。義務教育は、これを無償とする。」とあります。つまり、 保護

者は、子供に教育を受けさせる義務を負うとともに、授業料などは徴収されないと解することがで

きます。でも、もちろん、予算０円で学校教育が成立するはずがありません。 

学校教育費を考えると、消費的支出（約９割）と資本的支出（約１割）に使途を分けることがで

きます。消費的支出とは、その約９割を占める人件費（教職員給与等）のほか、教材費、校舎の維

持費、給食・保健・通学などの補助的サービス経費です。資本的支出とは、１年以上の耐用年数を

もつ施設・校舎の建築、大規模修理及び大型設備の購入のため支出です。 

 

〔 実 は １ 人 １ ０ ０ 万 円 〕  

では、学校に通うのに、いったい幾らかかっているのでしょうか。様々な計算方法があると思い

ますが、文部科学省発行「教育指標の国際比較 平成２５年版」によると、児童・生徒１人当たり

初等中等学校教育費は、年間 100 万円弱だそうです（8,502 ドル×116 円 出典：OECD、

Education at a Glance 2012）。 

これらを授業料として換算すると、本校は年 200 日、1,000 回程度の授業がありますので、児

童一人当たり、１日 5,000 円、１授業 1,000 円の予算（税金）がかかっていることになります。

１日 5,000 円といえば、某テーマパークの入園料 4,800 円を上回っています。 

学校は、某テーマパークよりもワクワクする価値あるものでなくてはなりません。 

 

〔 時 は 金 な り 〕  

授業は、１回 45 分間です。１分間 22.2 円になります。そんなことを意識して、学校生活を送

っている子供はいないと思いますが、大人（教員）はしっかり意識しなければなりません。 

よく子供たちにチャイム着席するようと指導します。けじめとともに、チャイムと同時に授業を

始め、４５分間をきちんと有効に使うためです。仮に、毎回５分間のロスがあるとどうなるか･･･。 

〈 ５分間 × 1,000 回 ＝ 5,000 分間 ＝ 約 111 時間 〉 

これは、なんと１ヶ月分の授業時間に相当します。お金に換算すると 10 万円以上の損失です。

夏休みが一回増えて、クラス全員で海外旅行にも行ける計算です。 

 たった５分を軽く見てはいけません。夏休みまで、あと１ヶ月。大人（教員）も、子供（児童）

も、有意義な時間を過ごせるように努めてまいります。 

道標（みちしるべ）第 1112 号 

 

平成 29 年 6 月 15 日 

校長 稲垣 達也 



    

 
 
 

お 金 の 話  ②      学生・生徒 1 人当たり学校教育費 
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